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ここからはじまる物語 ～延伸後のまちをのぞいてみよう～ 

 

（１）（仮称）大泉学園町駅予定地周辺の物語 

（２）（仮称）大泉町駅予定地周辺の物語 

（３）（仮称）土支田駅予定地周辺の物語 

※フィクションです。 

本章では、地域の皆様からいただいたご意見等を参考に描いた、

各新駅予定地周辺の将来像が実現したまちでイメージする暮らしの

物語をご紹介します。 



 

ここからはじまる物語 ～延伸後のまちをのぞいてみよう～ 
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（１）（仮称）大泉学園町駅予定地周辺の物語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

地域の魅力に新たな交流が加わる、 

ガーデニングが趣味の 60 代男性 
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商店街でカフェを運営する 30 代女性 

にぎわいのまち 

 

 



 

ここからはじまる物語 ～延伸後のまちをのぞいてみよう～ 
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（２）（仮称）大泉町駅予定地周辺の物語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

みどりの中で様々な人が集い、 

このまちで生まれ育った 30 代女性 



 

 

 

53 

 

 

  

 

 

 

 

こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
物
語 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

写真撮影に来訪した 50 代男性 

写真撮影という共通の趣味を持つ友人に誘われ、私は友人が住

む大泉町にやってきた。坂道が多いとは聞いていたが、駅前で利

用できるゆっくり走るマイクロモビリティのおかげで、まちなか

を無理なく移動できた。 

赤く染まったもみじ、木漏れ日の道、白子川の流れ、坂の上か

ら望む住宅地。歩くたびに異なる表情の風景に出会うことがで

き、カメラを向けたくなる場面が次々と現れた。 

最初は自然の風景を撮るつもりで訪れたが、花壇を手入れする

人、自然体験を楽しむ子どもたち、マルシェ＊の準備をする地域の

人たちの姿にも惹かれた。みどりの中で活動する人々の表情が、

このまちの風景をより豊かにしている。風景と人の活動が重なり

合うこのまちを、また訪れたいと思った。 

新たな活動が生まれるまち 

 



 

ここからはじまる物語 ～延伸後のまちをのぞいてみよう～ 
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（３）（仮称）土支田駅予定地周辺の物語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農と暮らしが調和する、 

子どもと農業体験をする 40 代女性 

私は、小学生の息子に、食べ物がどのように育つのかを知ってほし

いと思い、親子で近くの農業体験に参加した。最初は子どもの学習の

機会をつくるためだったが、今では私の方が夢中になっている。 

地元の農家さんに教わりながら土に触れ、種をまき、野菜が少

しずつ育っていく様子を見る。食べず嫌いのあった子どもも、「自

分で取った野菜だ」と収穫した野菜を食べるようになった。 

その農業体験には、地域の人だけでなく、電車に乗ってまちの

外から来る親子も参加している。何度も一緒に土に触れるうち

に、住んでいる地域に関係なく、自然と会話が生まれるようにな

った。皆さんが子どものことを覚え、「今日は上手にできたね」と

声をかけてくれる。暮らしのそばにある農から、子どもを見守っ

てくれる人の輪が広がっていることがうれしい。 
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自宅で仕事をする 50 代男性 

つながりのまち 
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